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(AJ 業 務 の 部

(IJ 秋田県衛生科学研究所建設概要

旧秋田県衛生研究所は明治末期に現秋田市牛島町から

土手長町中丁1番地に移転したもので，元の県庁舎に隣

接した木造平屋建94坪余の庁舎で‘あったが，狭陰で且つ

次第に老朽となり衛生研究所としての機能を果すには極

めて不適当となって来た。

衛生研究所の庁舎改築の必要は早くから関係者の間で

叫ばれた一方，機構の点についても新たな観点から検討

されるに至った。

ここに機構改革と庁舎改築について経過のあらましを

述べ記録に留めることとしたい。

1 生活科学研究部門の設置

従来の衛生研究所に生活科学センクーを付設したいわ

ゆる総合衛生研究所の建設計画については昭和33年から

機会あるごとに有識者の意見等をき.1..その構想を練られ

ていたが，具体的な作業に入るにあたりまず昭和34年か

ら35年にかけて児玉衛生研究所長が大阪府，和歌山県及

び北海道と各先進地の衛生研究所を詳細に視察し，更に

36年には公衆衛生課小西技師を全国的に定評のある新涛

県衛生研究所の生活科学部を視察せしめ，それぞれ本県

の衛生研究所はどうあるぺきかを学術的な面は勿輪，県

民生活の広範にわたる角度から検討を加えられたoつい

で36年から37年にかけて弘前大学及び東北大学の公衆衛

生学教室と東北における成人病，とくに脳卒中並に悪性

新生物（がん）に対する一貫した試験研究のあり方につ

いて，叉食生活その他生活環境に対する改善対策等につ

いても種々意見をき.1..，更に県内医療機関並に婦人団体

その他関係各界代表から生活科学セソクーを付設するに

あたって，どんな面を重点的にとりあげて行くべきか等

について晨村部，都市部と各々その立湯において意見が

交換されたoこのようにして建設計画が次第に具体化し

て来たのであるが37年度には計画に即応した近代建築の

知識を得るため建築課員を，叉業務内容等の実態を検討

するために公衆衛生課員を富山県，名古屋市及び新滓県

に派遣し詳細な調査を行わせている。

大略以上の経過を辿り，以後厚生部，農林部及び土木

部の各関係者の間で数次にわたって庁舎の規模，構造及

び付属建物について慎重に検討を加え各界の意見を十分

とり入れた整備計画が樹てられたのである。

この整備計画の基本方針として生活科学研究部門の付

設が決定したのであるがその趣旨とするところは次のと

おりである。

r秋田県民の生活環境は，積雪寒冷と文化の立遅れか
ら衣食住全般にわたり非科学的な点が多くその結果県民

の健康に及ぽす影響ぱ甚大な•ものがある d 成人病，特に

脳卒中の死亡率は，全国平均153（人口10万対）に比し

本県は214.7という現状であり，又悪性新生物（がん）

の102.0, 心臓病の•70.5 等の死亡率も決して低いとはい

えない。さらに，県民の多数を占める農民の生活環境か

らくる農夫症， 30％の死亡率を示すボッリヌス中毒等も

本県独特のものとして見逃すことのできないものであ

る。これ等の障害を防正し，県民の生活水準を高めるた

めには，県民の生活全般にわたり，その実態の調査，研

究，指導が行われなければならない。

かかる県民生活の現況に鑑み，健康にして明朗な生活

を確立するため，県民の健康をおびやかす成人病，地方

病の科学的調査研究並に県民の食生活その他の生活環境

の調査研究を行い，その具体的指導を実施する調査研究

機関として，従来の衛生研究所を強化拡充し，新たに生

、活科学研究部を付設した衛生科学研究所とする。J

この，生活科学研究部門設置の趣旨に則り，単に一般

的な衛生試験及び細菌検査のみでなく，県民大衆の日常

生活と密接した各種衛生上の調査研究を行うとともに，

広く県民の利用に供し，衛生教育上の各種展示，資料の

作製，器材等も整え機能を最高度に発揮するよう整備計

画が進められたのである。

新衛生科学研究所の組織は，厚生部案によれば所長の

下に次長制をしき，総務課（庶務，教育の 2係をおく），

研究検査部（細菌病理，理化学の2科をおく），生活科

学研究部（成人病，母子衛生，食品栄養，環境衛生の4

科をおく）と 1課2係， 2部6科をもって構成しようと

するものであったがこの案は実現に至らず，最終的には

所長の下に総務課と細菌病理，理化学検査，成人病，母

子衛生，食品栄養，環境衛生の6科を設けることに落付

し、た。

2 庁舎の改築

庁舎の移転改築に関しては，昭和36年8月に作成され

た秋田県衛生研究所（生活科学研究部付設）整備要網に

より一応の構造規模が検討されたのであるが，これによ

ると新庁舎は鉄筋コンクリート建地下1階，地上2階延

405坪を本館とし，これに動物舎等の付属棟を加えてこ
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れが建築費として 5,611万円，初年度設備費（機械器具

類）として2,000万円合計7,611万円が見込まれている。

37年7月には衛生研究所（生活科学研究部付設）整備

改善協議会が設けられ関係部課から委員が選ばれた。同

月厚生部長名で土木部長あてに建築工事の各種資料の調

整について依頼したが，この前後においてしばしば建築

計画の変更がなされ，又機構についても種々検討を加え

られている。 9月には県議会に衛生研究所改築費として

9,840万円の追加更正予算の要求がなされたが， 37年度

は設計費のみ計上され，工事費は38年度当初予算に組ま

れること入なった0 11月15日付で厚生部長から産業労働

部長あてに衛生科学研究所改築に伴う地質調査を依頼し

たが，これに対し翌38年1月5日付で鉱務課長より厚生

部長あてに地盤調査報告書が提出されその結びとして

「本地域は20mの深度内では岩質的iこも貫入のN値土の

硬軟，締り具合の相対値を知るために重量63.5kgのハン

マーを75cm自由落下させ，標準貫入サンプラ・ーを30c吋了

込むに要する打撃数を表したもの）からも 3プロックに

大別され，上部は地耐力は悪く，中間部では粘土質シル

卜質地盤としては中程度の密度を示し，下部の砂層は安

定した堆積であり支持力は良好であるものと考える」と

している。

38年2月16日秋田県医師会より建設資金の一部として

15,000千円の寄付採納願があり納期ほ39年3月31日とな

っている。この月20日東京都千代田区飯田川町の株式会

社東設計事務所と建築工事の設計について委託契約を締

結した。 5月23日建築工事請負業者の指命競争入札が県

庁2階会議室において行われ参加業者は主体建築工事に

清水建設株式会社仙台支店外8名，給排水衛生暖房工事

に三幸工業株式会社仙台支店外6名，電気設備工事には

株式会社佐藤電機商会外6名である。ついで6月24日エ．

事請負契約の締結について定例県議会に議案第149号と

して上提されそれぞれ上記冒頭業者が工事を請負うこと

に決定した。かくして7月22日午前11時，古川堀反町20

番地の工事現場において起工式が行われ荊工の運びに至

ったのである。

敷地は当初東根小屋町の秋田大学学芸学部跡に予定さ

れていたが，国立工業専門学校誘致のためその校舎候湘i

になったり又国有財産管理換手統上の問題があったりし

て実現に至らなかった。 ・

次に建設財源であるが，起債（地方共済県単独事業債）

45,000千円，寄付金15,000千円，一般財源34,186千円合

計94,186千円となっている。これが予算の実行額は次の

とおりである。

衛生科学研究所建設費（実行額）

建築主体工事 60,726千円

給排水，衛生，暖房工事 19,475"" 

電気設備工事 9,040"" 

門塀，コンクリート工事 1,330 _,,, 

日除，カーテン工事 432"" 

自転車置場，堆肥舎，焼却炉工事 345ク

造園工事 117"' 

設計手数料 2,200ク

工事監理手数料 538"" 

合計 94, 203"" 

なお初年度設備費（機械器具類）として15,000千円が

計上された。工事はほゞ順調に進捗し，新しい機械類，

実験合等の納入据付も逐次行われて39年6月13日には旧

庁舎より新庁舎への移転を完了し，同月25日午後1時，

小畑県卸事をはじめ来賓多数の出席のもとに竣工式を挙

行したのである。

新庁舎のあらましは次のとおりである。

構造規模

本館

付属棟

鉄筋コーンクリート 3階建

補強コソクリートプロック 1階建（動物

舎，物品庫，薬品庫，車庫）

渡り廊下

床面積

軽量鉄骨ひばフローリング貼り 1階建

本館 付属棟 渡り廊下 計

1 階 672-84 rrl 176. 37而 65,74而 914.95rrl 

2 階 752.04 (, 

3 階 538.92ク

塔屋1隋 18-30 (, 

塔屋2階 、18.30 (, 

計 2,000,40 (, 176. 37 (, 65-74 (, 2,242, 51ク

(605. 1誨） （53,35坪） （19.88坪） （678.35坪）

他に会議室階下ピロテイー床面積66品60(20坪19)

麟面積 2,564・而50(777坪123)

使用者別床面積（本館）

使用者名

秋田県衛生科学研究所

秋田県成人病予防協会

秋田県寄生虫予防協会

秋田県医師会

計

床面積

1, 486. 15,r{ (449. 56坪）

37. 12,,_, (ll. 23,,_,) 

lll,35,,_, (33. 68"") 

365.78，，，，゚ 10.65，，，，）

2,000.4゚，，，，（605.12，，，，） 



新庁舎平面図

（付施設名）

C 1階〕 1.総務課 2.生活科学相談室， 3．ホール，

4.第1理化学試験室， 5.第2理化学試験室，． 6.第

2細菌検査室， 7.第1細菌検査室， 8.宿直室， 9．ボ

イラー室， 10.電気室， ll.ポソブ室， 12.浴室，

13.冷蔵室， 14.恒温室， 15.蒸留室， 16.培地室，

17.準備室， 18. ロッカー室， 19.便所． 20. ビロテ

ィ， 21.渡り廊下， 22.車庫， 23.薬品庫， 24．物品

庫， 25.願羊室， 26.飼料室， 27.小動物室， 28.病

的動物室， 29.実験室（動物）． 30．堆肥舎， 31．焼却

炉， 32. 自転車置場

配置兼1階平面図
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(2階） 1. ピールス室， 2.無菌室， 3.培地室， 4.便

所， 5．成人病研究室， 6:環境衛生研究室， 7.アイ

ソトーブ室， 8.磯器分析室， 9.食品栄養研究室，

10.電子顕微鏡室， ll.病理組織血清研究室， 12.秋

田県成人病予防協会， 13.秋田県寄生虫予防協会，

• 14.湯沸湯， 15,寄生虫予防協会検査室， 16.会隣室

用控室， 17, ホール， 18.会顕室， 19.便所

2階平面図，

3 I 21 1 

8 1 7 

(3階） 1.所長室， 2.職員室， 3.小会議室， 4.母子
衛生研究室， s-12.秋田県医師会館

3階平面図

（太田課長記）

［I〕秋田県衛生科学研究所の機構

昭和39年4月1日秋田県行政組織規則の一部改正によ

り，・従来の衛生研究所は衛生科学研究所と改められ，内

部機構としては管理部門に総務課，衛生研究検査部門に

細菌病理科，理化学検査科の2科をおき，生活科学研究

部門に成人病科，母子衛生科，食品栄養科，環境衛生科

の4科が設けられた。これに伴い組織も同日付で変更さ

れ所長補佐制は廃止となり，新たに総務課長及び各科長

が発令され，職員数は所長以下17名（内兼務1名，臨時

職員1名）から27名（内兼務1名）に増員されたo内訳

は事務職員3名が5名に，技術職員は12名から20名にな

り，作業手1名が臨時職員の定数繰入により 2名となっ

た。
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(1J職員並びに業務分担表

（昭和40年3月31日調）・

課， 科 別 職 名 氏 名 当所発令 業 務 内 容

昭和
所 長 児玉栄一郎 29. 6.25 

総 務 課 課 長 太田勇治 39. 4. 1 

ク 主 事 土岐正哉 31. 11.13 庶務，会計一般

ク ク 朝倉一雄 35-4. 1 会計，物品取扱員
； 

ク ク 西田ェイ 39. 4. 1 受付，才入事務

ク ク 戸嶋恭太郎 39. 4. 1 庶務，現金取扱員

ク 技術手 佐藤恒明 39. 11, 1 機械室等の技術に関すること

ク 作業手 山田運治郎 36.11. 1 文書送達，雑務

ク ク 伊藤秋悦 36. 8.28 動物飼育，雑務

細菌病理科 科 ．長 藤沢宗一 21. 11. 27 

，，，， 技 師 佐々木千代治 27. 8. 12 結核菌検査，実験動物管理

ク ク 庄司キク 19. 10. 1 梅毒血清反応浪t査

ク
,,_, 
茂木武雄 23. 5. 20 腸内細菌及び一般細菌検査

，，，， ク 金 鉄三郎 39. 4. 1 食中毒検査，野兎病検査

ク ク 坂本昭男 21. 10. 1 ウイルス検査，つつが虫検査，電顕管理

理化学検査科 科 長 斎藤 ミ キ 21. 2. 28 
. 

ク’ 技 師 芳賀義昭 39. 6,20 特殊薬品試験，食品試験，温泉分析
． 

ク ク 阿部輝雄 33. 4. 1 局方医薬品試験，放射能調査

ク ク 高山和子 25, 7,10 水質検鉦

成人病科 科長（兼） ・児島三郎 35. 5. 10 （本務，本荘保健所長）

ク 技 師 今｀野 宏 39. 7. 1 動脈硬化の生化学的研究，高血圧集団検診

ク ク 船木章悦 39. 7. 1 高血圧者の臨床検査，高血圧集団検診

母子衛生科 科 長 小西玲子 39. 4. 1 

ク 技 師 小野山直子 39. 7. 1 母子衛生の生化学的研究及び集団検診

食品栄養科 科長（兼） 小西玲子 （本務，母子衛生科長）

ク 技 師 宍戸 勇 32. 4.10 食品の試験，研究

ク ク’ 中島・ 慶 39, 6. 1 栄養の調査，指導... 
環境衛生科 科 長 所長事務取扱． 

ク 技 師 船木忠一 39. 7. 10 公害等環境衛生の試験検査
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[IVJ昭和 39年度予算決算額調

歳 入 歳 出

科 目I決 算 額 I科 目 1 内 訳 1 予 算 額 l決 算 額
円 円

使用料及び手数料 696,465 予 防 費 399.917 予算額と同額

財産収入 7,540 邑而 用 費 399,917 ク

諸 収 入 592,056 衛生科学研究所費 30,892,593 ク

給・ 料 ll, 867,038 ク

職員手当 6,919,560 ，，，， 

共 済 棗 1. 165,413 ，，，， 

賃 金 105,400 ク

報 償 裁 54,000 ク

••一
旅 費 854,731 ク

需 用 費 3,479,732 ク

役 務 費 420,526 '1' 

委 託 料 405,374 ク

使用料及び賃借料 145,963 ク

工事請負賓 165.960 ク

備品購入費 5,289,256 
，，，， 

投資及び出資金 19,640 ，，，， 

食品衛生指導費 304,931 
，，，， 

需 用 費 304,931 ク

環境衛生指導費 157,000 ク

需 用 費 141,000 ク

役 務 費 16,000 ク

薬 務 費 15,000 ク

需 用 費 15,000 ク

企画総務費 13,000 ク

l 

華而 用 費 9,000 ク

役 務 費 1,000 ク

使用料及び賃借料 3.000 ク

合 計 1,296,061 合 計 31,782,441 ク
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(VJ業 務 内 容

衛生科学研究所の業務は秋田県民の厚生衛生的生活を

営むに必要な，あらゆる方面にわたる試験検査や研究調

査を行うことを目的とするのであるが，このたび県民の

生活に科学性を大きく取り入れようとした処が従来の衛

生研究所業務に見られなかった特徴である o殊に社会の

進歩，科学の発展によって，個人としての衛生ばかりで

はなく，集団としての衛生が重大な意義と問題をもたら

して来た。従って産業革命にも似た世代においては，そ

れぞれの方面における発展的改変に応じた衛生対策の裏

付けが必要となって来たのである。

次に揚げる本研究所の業務内容は多様多彩，また仕事

の量も多く，全部画ー的に実行し得るものとは思えない

が，現在以後必要に応じて取捨選択し，或いは深く，或

いは広く発展せしめて，県民日常生活の稗益を期したい

と思う次第である。

(1) 総務課業務内容

1 職印，その他の公印の管守に関すること。

2 人事，予算に関すること。

3 所内の運営，事業の企画ならびに業務の連絡調整に

関すること。

4 文書の収受及び発送手続並びに保管に関することo'

5 物品の購入及び修繕等の手続きに関すること。

6 検体の受付並びに手数料の取扱い及び整理に関する

こと。

7 諸統計の調査殴告に関すること。

8 庁舎の維持管理及び防災に関すること。

9 その他各科の業務に属しない事項などo

(2) 細菌病理科の業務内容

1 法定伝染病およびその他の各種伝染病の細菌学的試

験検査及び研究に関すること。 9

2 細菌性食中毒の起因菌に関する細菌学的検査並びに

研究に関すること。

3 結核菌，その他抗酸性菌の試験検査及び研究に関す

ること。

4 井戸水，水道水，河川水，その他氷，氷菓子，雪な

どの細菌学的検査に関すること。

5 一般食品，乳製品，清涼飲料水等の細菌学的検査に

関すること。

6 梅毒血清反応，ワイルフエリックス反応，寒冷漿集
反応，その他の血清反応並びに血液型の試験検査及び

研究に関すること。

7 ウイルス，リケッチア．フアージ等の試験検査およ

ぴ電子顕微鏡による検査に関すること。

8 寄生虫，原虫の試験検査に関すること。

9 培地作製に関すること。

10 実験用動物の飼育管理に関すること。

11 地方病（ポッリヌス菌中毒，肝吸虫症，つつが虫病

野兎病）の細菌学的，生物学的検査研究に関すること。

(3)理化学検査科の業務内容

1. 医薬品，化粧品，麻薬，覚せい剤，毒物，劇物等の

理化学的または薬理学的試験検査に関すること。

2 医療資材，衛生用品等の試験検査に関すること。

3 薬物中毒の理化学的検査研究に関すること。

4 食中毒の理化学的薬理学的試験検査並びに研究に関

すること。

5 食品添加物，器具および容器包装の理化学的試験検

．査に関すること。

6 農薬および農薬中毒の理化学的試験検査に関すをこ

と。

7 温泉分析に関すること。

(4) 成人病科の業務内容

1 成人病，特に高血圧症，脳卒中，動脈硬化症，変性

々心臓疾患，等の疫学的調査並びにその成因，予防を

目標とした調査研究に関すること。

• 2 糖尿病，腎疾患等の疫学的調査並びに実験的研究に

関すること。

3 成人病と関連のある環境，栄養，飲食品，気候，風

土，文化などの調査研究に関すること。

(5) 母子衛生科の業務内容

1 母子衛生の疫学的調査に関すること。

(i) 母子衛生の統計的調査

(ii) 母子衛生の実態調査

ィ，妊産婦，新生児，乳幼児の死因及びその生活環

境

口， くる病，先天佳股関節脱臼，肢体不自由児の罹

患状況並びに発生頻度

2 母子衛生の向上および疾病予防の基礎的研究に関す

ること。

(i) 未熟児の保育および小児の栄養と発育

(i i) 小児の伝染病

(iii) 妊娠中毒症と栄養と環境

(i V)歯牙衛生

3 母子の精神衛生に関すること。

(i) 家庭環境と小児の精神衛生
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(ii) 問題児，精薄児の取扱いに関する基礎的研究

(iii) 玩具と衛生教育

(iv)事故発生の頻度と予防

(6) 食品栄養科の業務内容

1 食品の栄養学的分析に関すること。

2 食品の保存，殊に越冬食品の保存法（防腐法）に関

する調査研究

3 各種食品，各種飲料の栄養価ならびに経時的変質に

関する調査研究

4 食品の防腐，漂白剤，添加物等に関する調査研究

5 調理による栄養価変動に関する調査研究

6 自然毒に関する調査研究

7 荒救食糧に関する調査，栄養学的研究並びに貯蔵に

関する研究

・（7) 環境衛生科の業務内容

1 水（欽料水，井戸水，水道水，天水，河JI体，浴湯

ホ，温泉水，工業用水等）の調査および被害防除に関

する調査研究

2 大気汚染（降下煤塵，謳埃，有毒ガス，自動車の排

気ガス）に関する調査

3 暉題，下水処理に関する調査 ． 
4 被服（含気，圧縮，通気，輻射熱の吸収および透過

吸湿，燃焼，物理化学的抵抗など）の試験研究

5 住家，集会場，職場等の通気，照明｛騒音，空気の

汚染度，湿度等の調査，疲労などに関する調査研究

6 有害生物（鼠族，昆虫等）の生態調査並びに防除法

に関する研究

7 農薬被害の調査並びに防除法に関する研究

8 放射性降下物の汚染に関する調査研究

CVI:〕業 務 実 績

(A) 細菌病理科の業務実績

a 細菌検査の実績

昭和39年度(1月-12月）の検査実績は第1表に示すとおりである。

第 1表 細菌検査実績表 （昭和39年1月-12月）

検査区；｛＼ 別 ll I I D I 皿 I IV I V I VI I VD I VlD I IX I X I XI I XU II 計
ウイダール反応ii (3~1 (151 1| (1i| (1}| (1}| (131 41 31 11 11 111 為
赤 痢 菌11 11 | I 21 ］ 

I 3aol 11 I 」lI I II 
38'.l 

チフス，パラチフス菌II 31 21 I 11 I 11 41 叫 11 111、
19 

ジフテリヤ菌II | | I | | I 11 I I 21 | II 3 

欽 食 品II 51 | 21 | | | I I I | I II 1 

赤痢菌々型II I I • I (451 I啜l | 21 I碕I] |』lュ謁291 
赤痢菌薬剤耐性II | I I 2791 I I I 31 I I 
百日咳菌II | I I I 31 I I 11 I I I II 4 

菌株同定（溶連菌）II | I | I I | I | (i}| I I II 1 
(1) 

計 II (151 (1宅I31 そ茎！I（111 (1ig!I きfsl 151 (1 sl <2~1 n1 (6~11 (1竺呂！

註 1) 各項目欄中上位の数字は，検査件数，括弧内は陽性件数を示すo

2) 飲食品欄中の7件は，粉末ジュース 5件，クロレラヤクルト 2件の細菌培養小計を示す。

（以上茂木技師記）
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b 梅毒血清反応の実績

昭和39年度(1月-12月） 1ケ年間の依頼検体につい て行った実績は第2表に示すとおりである。

第 2表 昭和39年度月別梅毒反応実施業績

方法別ぐ＼別 II I Il I皿 I IV I V I VI I VII I VIIl I IX I X I XI I XIl II 計
ワ・氏 界 応 I I 337 | 322 257 2 店I250 | 73 I 317 I 23 靡 284 I 395 I 努I塁II
（緒法） （40) (28) (24) (2 (18) (10). (20) (19 (20) (23) ((  

同上定量 II 2| l| 2| 11 I I I I | I I II 
沈降反応 II I | I I I | I 碕I I I I II 
註 （ ）内の数宇は陽性数。

（以上庄司技師記）

c 結核菌並びに抗酸性菌検査実績

(i) 昭和39年度（ 1月-12月）一般依頼並びにボスト

チューブ検体について結核菌の培養ならびに抗結核剤

耐性試験を行った実績は第3,・ 4, 5, 6,表に示す

とおりである。

第 3表 喀痰内結核菌培養成績 （一般依頼の部）

区 沢 別II I D 圃 IIV I V I VI I VD.I YID I IX ・I. X I XI I XU I計
検査件数 1 12| 251 201 20| 91 | I | I | I I 86： 
陽性件数 1 31 61 -I ―I l| I I I I 
陽性率 % I 25. o/ 24. oi I I n. ii. I I I | . I 11. 

第 4表 結核菌の耐性試験成績 （一般依頼の部）

｀ぐ
検査 対 照 耐 性

感性 1 Y I 5 Y | 10 Y I 100 r 
件数 (till)（冊） （廿） （＋） （一） A B I A B I A B I A B 

ス 卜 マイ 30 20 4 6 12 - 3 5 2 2.  

，，ミ ス 29 20 4 5 9 - 10 3 2 

ヒドラジト 27 18 4 5 13 1 2 4 2 

カナマイ 48 23 11 7 7 4 8 5 8 6 6 4 

エチオナミド 50 24 11 7 8 ， 7 7 4 14 1 

サイクロセリソ 47 ― 23 11 7 6 1 4 ， 7 3 8 ， 
サイアジソ 42 23 10 7 2 5 2 7 10 14 1 1 

ピラジナマイド 24 13 5 4 2 2 1 4 1 3 5 6 

ネオイスコチソ ， 3 1 5 1 1 1 1 

，，＜ィオマイツソ 4 5 1 1 - 1 1 

． 
46 | 2 1 -37 49 I 22 23 計 310 175 61 32 42 61 24 4 

率 100% 56.5 19.7 10.3 - 13.5 19.7 7. 7 14. 8 1 1. 3 0. 6 |l1. 9 15. 8 | 7. 1 7. 4 

註 1. Aは対照とほぽ同程度のもの， Bは対照を100とした湯合その75％以下の湯合のものとす。

2. 疇は培養期間4-5週日をもって判定した：



—, _ 
培地の抗結核剤の濃度はストマイ (Oy,10y, 100T),パス（Oy,lT, 10y),ヒドラジト（Or,lT, 5T,) 

その他は（針，・lT,lOT, lOOy）のものを用いたo但しカナマイは表示濃度に対し，添加濃度はlOfl苔ずつとした。

4. 基礎培地は 1％小川培地を使用した。

第 5表 結核菌塗抹染色鏡検並びに培養成績 （ボストチューブの部）

＼＼ 月別 I n 皿 IV V VI VII VDI IX ・X XI XU. I 計
培 検査件数 15 14 16 ， 8 4 4 5 4 8 10 10 I 101 
養 陽性数， I 3 1 2 1 1 2・ 2 l 

1:; 
率 (20.0)(7. 1)(12,5) (20.0)(25.0)(25.0) - (20.0) (11.2 

塗 検査件数 1 6 3 1 1 I 11 
抹 陽性数， 率I I ．． 

第 6表 結核菌の耐性試験成績 （ボスドチュープの部）

薬絹の藁類＼＼区＼ 分＼ 

検査 対 照 耐 性
感性

ly I 5Y I l()y I lOOy 件数 (tHt) (冊)(-tt)(+)(-) A B A B A. B A B 

ス 卜 マイ 96 6 5 2 83 10 2 1 

／ミ ス 95 6 4 2 83 4 2 2 2 2・ • 

ヒドラジト 96 6 5 2 83 ， 1 1 2 
エチオナミド 1 1 1 

サイアジソ 6 1 ~ 5 1 

カナマイ 6 1 5 1 

サイクロセリソ 5 5 

計 305 21 14 6 - 264 23 2 3 1 2 4 5 1 

率 ％ 6.9 4.6 2.0 86.6 7.5 o. 7 1. 0 0.3 0.7 1. 3 1. 6 - 0.3 

註 ポストチュープの説明

ポストチュープは検体を郵送できるよう措置したもので，喀痰の腐敗を防止する意味でチューブ内に2%ホウ酸水が

入れられている。しかしこれによって便利であるから検体数は増したが，しかしその成績からいえば陽性率が甚しく低

下して思わしくない結果が得られた。このことは

(1) ビニール袋内の 2％ホウ酸水の濃度

(2) 各家庭において喀痰を採取するため，前日薬剤を服用しなかったかどうか，．喀痰は適正に採取されたかどうかo

(3) 検体採取後検査まで日時がかかりすぎる，最も長いもので9日を要している。

(4) 他薬剤の賦形物質の色素と思われる色素が混入していることがある。

(ii) 非定型抗酸菌に関する試験並びに調査

9月以降行なった結核菌培養242・・件，耐性試験48件の

うち一応黄橙色に着色（色素産生）したものを 3株得ら

れたので，非定型抗酸菌として試験並びに動物実験を行

う。

すなわち菌検索にあたり昭和39年9月以降12月までに

行った塗抹鏡検は177件，このうち結核菌陽性と診定し

たもの63件（35.6%), また培養検査件数242件中，菌

陽性と診定されたもの63件 (26.0%)であった。なおこ

のうちストマイに対する感性株14中3(21. 4%),パス

では14株中2株（14.3%), ヒドラジトでは14株中6株

(42, 9%), カナマイでは6株中0株で，合計では48株

中11株（22,9%)に感性を認めた。この検体を心よく提

供された聖園病院千葉，岩渕両先生の御協力に対して深

く感謝する。

（以上佐々木技師記）
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—· d 日本脳炎補体結合反応検査成績

昭和39年度(1月-12月）行った日本脳炎補体結合反

応の検査成績を示すと第7表のとおりである。

第 7表 日本脳炎補体結合反応検査成績

（昭和39年 1月-12月）

検体 発 病 採 血 成績

番号
年令

c-)le+) 
備 考

月 日 月 日

1 I 27 I 39. 8. 10 139. 8. ll l1 : 41 I 

11 i 21 J 39. 8. 10 139. 8. 24 Ii : 41 
I 

2 1 45 ¥ 39. s. 1 I 39. s. s ¥1 = 41 I死亡

3 I 28 I 39. 8. 10 I 39. 8. ll ¥1 : 41 | 

3'l 28 | 39. 8. 10 | 39. 8. 22 |l : 4| 
I 

4 I 27 I 39. B. 8 I 39. 8. 13 Ii : 41 1' 

4'| 27 | 39. 8. 8 | 39. 8. 19|l : 4| 
I 

5 / 24139. 3. 7 139. 3. 10 /1 : 41 I 

6 | n | 39. 8. 15| 39. 8. 16|l : 4 
I 

6'| ll| 39. 8. 1 5 | 39. 8. 2 6 | Il:81 ワ懇応

6" J 11 I 39. a. 1s 1 39. 9. 3 1 ¥1: 161偲茫

7 | 5 | 39. 8. 1 5 | 39. 8. 1 7 |l : 4 
I 

7'| 5 39. 8. 15 | 39. 8. 24 | 1: 161 伊尻応

7" I 5 139. s. 15 I 39. 9. 1 I 1: 161 ヮ瞑(-)応

s ¥ 61 I 39. 7. 20 I 39. s. 24 ¥1 : 41 I 

9 J n 139. s. 19 I 39. s. 14 11 = 41. 1死亡

10 132139. 8. 30 39. s. 31 I 1 輝用あ体り作

10'¥ 32 ¥ 39. a. 30 39-9. 7 ¥ I I 暉用あ体り作

叫32I 39. s. 30 1 39. 9. 21 1 |l:32| ワ長茫
11 I 23 1 39. a. 26 1 39. a. 30 1 

I I 紐あり麻作死亡用

12 151 ？ 1 39. a. 30 11 : 41 I 

13 21 I ？ | 39. 8. 28|l : 4| 

13’| 21 | ? | 39. 9. 4 |l : 4| | 
14 1 69 139. a. 31 I 39. 9. 2 !1 = 41 I死亡

15 ¥ 16 I 39. 9. 3 1 39. 9. 9 I. ¥1 = 41 ワ邑応

叫16139.9. 3 I 39. 9. 25 I ¥1= 321 ワ邑応
16 1 24 1 39. 9. 3 I 39. 9. 4 I 11 = a¥ ワ會
叫241 39-9. 2 1 39. 9. 16 I 11= 161 ワ懇応
11 1 so 1 39. 9. 2 1 39-9. 3 ¥1 = 41 I 

17'| 50 | 39. 9. 2 | 39.9. 16| 11: 161 ワ阿

1a I 61 1 39. 9. 3 1 39. 9. s ¥1 = 41 1 

19 | 40 | 39. 9. 2 | 39. 9. 4 | |l :8I ワ阿

19'140 139, 9. 2 139. 9. 161 ]1: 321 ワ懇応

20 1 34 1 39-a. 30 1 39-9. 2 I ¥1 = al嗜空
20'1 34 1 39. a. 30 1 39. 9. 16 I i1= 321 ワ阿

21 1 23 1 ? I 39. 9. 1 11 = 41 I 

叫23| t | 39.9.16 | 11 :81 ワ邑応
22 110 I 39. 9. 12 139-9. 12 11 = 41 1 

22'|lo | 39. 9. 12 | 39. 9. 21 1 11: 16！ワ邑応

23 I 1s ¥ ? I 39. 9. s 11 = 41 I 

231~ 互． 15 |l : 4I I 
24 114 1 ~9- 9. 6 1 39. 9. 12 11 = 41 1 

24'1 14 139. 9. 6 139. 10. s 11 = 41 I 

2s I 1 I 39. 9. 9 139-9. 12 11 = 41 1 

25'I 7 139. 9. 9 1 39-10. s 11 = 41 1 

26 I s I 39. 9. 17 1 39. 10: 1 11 = 41. I 

26'| 8 | 39.9. 17 | 39. 10. 5 |l : 4| | 

I 27 I 8 I r I r 11 = 41 I 
註表中検体番号（例15. 15'は）同一人間であり， 15

は急性期血清， 15りま回復期血清である。又（例6,61 

6")の6”は回復期血清で6'を中間期血清とした。

（以上坂本技師記）
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e ィンフルエンザ赤血球凝集抑制試験成績（昭和39年度）

第8表 ィンフJVニンザ赤血球凝集抑制試験成績 （昭和39年1月ー12月）

闘年令醗月日急採ふ二 I抗四元 I急性期 1回：期 判

1 小学 3]392 7 39 2 8 1 39 2 24 |会2荘緊I:]ミ［I:三I悶
2 1ク 3 1 39.2.7 39. 2.8 39. 2. 24ぷ霊i:-----;：： ：塁1悶

A (52)1 X 1281 X 128 

3 ク 1 39. 2. 6 39. 2. 8 39. 2. 24 |へgg:口：：旦：：：＿・・・・□塁悶
B (52)1 X 1281 X 128 

.A.....(5.2．）．ざ．—•四．ざ-----:i-29 判
4 ク 6 39. 2. 4 39. 2. 8 39. 2. 24知．．．（5．?).I凶亙控忍．．．512 不

B (52) X 256 x 256. 

A.-•(52) .x.…・・・ •64 .x． ・・・・・128 判
5 1~. 3 I 39. 2. SI 39. 2. 8139. 2-24 l f!..L(~~.) 笠．＿＿＿＿＿空56竺----512 不

B (52)1 x 1281 x 128I • 

6 中学 1年 39. 2. 7 39. 2. 8 39. 2. 24 |：；｛認：・一•一・＿＿ーロ？：；―ー：：：：嘉］ 悶
B (52)1 X 1281 X 128 

7 1ク 2| 39 2 6| 39 2 8| 39 2 24 ［ミ2繹詈三I：三四悶

8 F校1]39.2.7 39. 2.81 39.2.24 :2gg : ;:: x x---12塁悶
，口 362 8 39224:2lili：一言言悶
10 8 5オ|39 2 51 39 2 81 39 2181会2［長：1，さ］：： 1，}三2悶

紅四．を…・1.2.8．凡．＿＿l28 判
11. I 1. 11 I 39. 2. 1 I 39. 2. 4 I 39. 2.19 IA.2 __ (sn1.i:-:.— •--•2.5§ 忍---512 不

B (52)1 X 1281 X i28 

12 13 1 39.1.30 1 39.2.4 39. 2. 18ぷ嵩：―一塁：＿＿；：：悶
、 B (52)J X 5121 X 512 

13j児。 139 2.12 | 39 2 15393 3|:2墨：口晨直：
14 |ク4 339  2 12 39 2.15 | 39 3 3二 I：霊：雷I 悶

• B (56) x 641X 161 

:1ク727 1 39 2 12392 15 1 39 3 31:2且墨直：1旦I菜

定 I 備

定

能

．
 

定

能

定

能

定

能

定

能

定

能

定

能

考

-

l

＿

ー

―

―

_

-

定

能

定

能

定

能

定

能

定

能

定

能

定

能

定

能
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蒻
採血月 日 成 績

年令 発病月日
急性期 1回復期 抗元 1急性期 1回復期

判 定 備 考

ク A-... J~~) 

；X 乎1 X 霊1証 判 畠17 9.29 30. 2.1 
39. 2.15 39. 3. 3 ふ (5L) 不

B (56) 

A....(.5§) x、..<16 x ク 判一 儡18 9. 5 39. 2.12 39. 2.15 39. 3. 3 知．．．（5．1)X -----128 X 不
回復期採血なし

B (56) X 64 

ク
39. 2. 12 I 39. 2. 15 

A＿＿堡6）
••X x X -----_-$.!-5--641-§—6--I11X ・X X ・・----<-5・・611・6 2 4 ・ 19 39, 3, 3 A2 (57) ク

5.29 
B (56) 

X <16 X 
ク

A (56) 
20 

． 
回復期採血tょし7.13 39. 2. B 39, 2. 8 39. 2.15 知．．．（5．7).X -----512 X 

B (56) X 128 X 

-'/28 .A.... (~6) X <16 X --・ • <16 インフルエンザ
21 8. 19 .39. 2.16 39. 2.18 39. 3-3 紅 ・・(51)・ X 512 X 512 B 型

比
----------・・・ 

B (56) X 128 X 2. 042 

ク30 A....(56) X 64 ・ X • ・ • ・ <• • ・1..2.8 . 判 畠
鴫---・・--------

22 
2. 3 39. 2.16 39. 2. 18 39. 3. 3 A2 (57) X 256 X 256 不・・-・・・・-・・・・・ 

B "(56) X 128 x 128 
，，，， A-・-(56) X ------32 X -------32 イソフルエンザ

23 3. 25 39. 2.15 39. 2. 18 39. 3. 3 •ふ··・・ ..(.5..7..). X 256 X 128 B 型の疑 比
-------------

B (56) X 32 X 128 

29 39. 2. 18 I 39. 3. 3 
•A....(5.6) X ------32 X 32 インフルエンザ

24 
1. 30 39. 2.11 A．．．2 ．．．(．．5．7．．) ． X 512 X 256 B 型の疑

比
・------------

B (56) x ― 64 X 256 

29 A.---(.56.) X -----<16 X ——---<16 インフルエンザ
25 12.21 39. 2. 18 39. 2.18 39, 3. 3 ・A・・・2 ・・・(・5・・7・・ ) X 512 -X ..... 512 B 型

比

B (56) X 64 X 512 

28 
39. 2. 11 I 39. 2. 18 

A ------(--5-6--) -X <16 X ・ • ・ • <16 インフルエンザ
26 
10. 1 39. 3. 3 A...2 ...(..5..7.) . X 256 X 256 B 型

比

B (56) X 32 X 2,048 

Tl2 
A (56) . X ----<16 X ---<16 判 儡27 7.11 39. 2.11 39-3.18 39. 3. 3 -A---2 ---(-5--7-) --．X ．．．．． 128 X -----128 ・不 ； 

B (56) X 64 X 128 

S36 . A・・・・(§6) ーX・・・<16 . X ----<16 判 儡28 
3. 12 39. 2.16 39. 2.18 

39. 3. 3 ·ふ···-・—(·5・ー7・.). X 256 •X —·· --256 不
B (56j X <16 X <16 

註比8以上でB型のもの 3件，比4でB型の疑いのもの 2件

比 2以下で判定不能のもの21件，回復期採血不能のもの2件 （以上坂本技師記）

f 食中壽の原因物質並びに一般食品の細菌学的検査

詔和39年度（1月-12月）行った食中毒の検体につい

て行った検索成績並びに一般食品について行った成績は

第9表並びに第10表に示すとおりである。

第9表 食中毒原因物質検査

界甘 1検体別 1件数 1成 績 I

罷代保健所1 5_:__26I千菓子 1 1l (-) 1 
荘 9 I 1.141 屎 I 61 (-) I 
「京―28I菌株 1 3l葡萄球菌

9 I 6.241食品 I 71 (-) I 

? __ I __ _:・ 1 IHl--11葡萄伝(+)1
島ク 19.13l菌株 1 1l腸炎ビブ 9 オQ〗

16 

4 

4, 

8 

64 
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第10表 一般食品細菌学的検査 第12表 水の細菌学的検査成績

罰 I疇先 I品名剛立1盃誓備 考

7. 71 y工場 I~;,:[| 浮烹喜。|c-) I 

｀ 
陽大腸菌性
一般細菌数

件数
100 嘉°゚ ケ 備 考

以上

I I アイスク I 一般細菌| | 7. 8 K 社リーム 250,000(+) 

ク I ~ 
I 
ク
I ~, oool C +) I 

河川水 I 23 I 23 I 
I 1!紅開喰査塾(22) (22) 

湧 *I 11 | 11 I 

/,, I /,, I ク 1340, oool C +) 

ク I 'l ク・ 1820. ooo| (+) 

// I // 
I 
ク
I soo. oool C +) I 

沢水』1 21 21 11 

地下水 31 
I 31 |' 

井戸水 I 201 21 19| 11 

7. 231 {, I ク
I 90| (-) | 

疇 7.KI 241 21 231 11 

，，，， I ，，，， 
I 
ク
I 401 (-) 

12.21! A 店 1餅 3件 1カビ検査／ I蘊ビ発皇

水道水 31 21 21 11 

計
76 31 49 5 M.P.N数(22) 
(22 (22 

（以上金技師記） h 腸炎ピプリオの生物学的分類検査

g飲料水，その他の水の細菌学的検査成績 検査は昭和39年度に行われたものであるが，検体（菌）

昭和39年度水（河川水，湧水，沢水，地下水，井戸水 は昭和36-38年の 3ケ年間に秋田保健所において食中毒

囲駆，水道水）について行った細菌検査成績を示すと 原因物質中より分離した株についての精密検査である。

第11表，第12表のとおりである。 その成績は第13表に示すとおりである。 ， 

第11表 水の月別細菌学的検査件数一

|翡 l l llI IV V VI VIl VIll lX X I XI I XII 計
は~ 761 

第13表 腸炎ヒ｀プリオの生物学的検査

凶分離材料 白糖分解 生物型 〇抗原 k 抗原 i 
屎＼魯 (-)|c+) 1 I 2 2 I 4 1 5 I 9 I 11 i 12 1 ? 2 1 s 110 I 11 I 12 I 13 I 1s I 23I26I281 ? （＋） 

361 21 21 2| I 21 | 1 1 I I I I 11 11 I I 1- I I I I I I,  

37 11 10| 1| 1 1| I nl I I I 11 . I I I I I I I I nJ J- I I 11 

381 叫161 51 161 51 171 41 15| 2| 1| l| 1 1| | 6| 1 2| 5| l| 2| 1| l| 1| l| 21 

青I34| 28|6 29| 5 30 4| 1| 16| 2| 12| l| l| l| l| 7| 1| 2| 5| l| 1 12 1| 1| l| 34 

i 衛生教育関係

1) 1-12 秋田大学学生寮調理従事者

「ポッリヌス菌と飯ずし」 藤沢科長

2) 7-9 秋田美容専門学校生徒70名

「法第8条第2項に規定する消毒法」 佐々木技師

3) 7-22 五城目保健所管内町村衛生担当職員研修会

「ポトリヌス菌中毒」 藤沢科長

4) 10---25 県北プロック衛生検査技師会・

（以上金技師記）

「結核菌に対するカナマイシンの耐性試験技術指導」

佐々木技師

5) 11-8 秋田県衛生検査技師会

「ボトリヌス中毒について」 藤沢科長

(B) 理化学検査科の業務実績

昭和39年 1月-12月間において行った理化学検査科の

業務並びに業績は次に示すとおりであるが，大別して項
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目を示すと次のとおりである。

水質試験（飲料水関係）

食品試験

薬品試験

温泉分析

浄化槽の放流水及び下水等の試験

河川調査

放射能測定調査

（以上の中には食品栄養科，環境衛生科としての業務も

含まれているが，科制末だ新しく，技術面においても人

的面においても不均衡は免かれないので，止むを得ない

ことと思われる。しかし時がやがて解決するものと思わ

れる。）

その業績の全：貌を示したものが第 1表である。

第 1表 理化学検査科検査実績表 （昭和39年 1月-12月）

項＼ゞ＼別輩韮丘訓］叶瓜出；叶［五闊~I扉
水道水精密検査 2: 4: 5: 8: 6! 1・ ． 8． 1 5: 2 5 | 47 

, : , : --.. _ _ 9 - - - --9 ---、一 ・一ー一
水 ク定期検脊 4: 5: : li 2; j 5: 8j. 3 sj 7: 6 49・ 

質その他適否検査 : ： ：一ー 8: ： '- 2; ':_ 3: : ヒ-26';: —--—: '-11: :―-10: '-11: -24; '__: ,―- 6 :—-101: :—-

葛ロ水成 の 6 24, i 2i ， 2[ : 4 5 20 : { , :. J58 5 
分：一—:―- -:--—-:_—-'—---'___:—---’_—-’—-'—---’_―-9_  • _ 

試下 水:- : :':  : ; : 48: : : : 48: 

験 1浄河化糟II放I流水,K-g ;9 --:--~ ;― 2――:  : i― 1 ― 6 4 8: ~ 12 6 ・ 6~ -・' 4 - 90i 一6 38 23 :154 

食品 仁締製殊品 検： 戚認験--・• --―-'_ : ;_ 2.:-- - • , -•^•-一-―·;;―---・ -9:---: , .----•: ;; ヒ--ー•:: ピ--ー:9 -―→-! ・ 一-i；: にー 2 i ビ;_— 

試 査 • : : 1: : : ':  :'1:':  2' 
9.,,....,.,,  , '99’,,''’’’’'•’’'’’’’ ’ ’ 

験一—.----:——.—--—:--.—---.--'-—:---.__.—--,_--:——.—―

分： 1 41 : i : 14 : 5: : : : : 1i 8 6! 21 
’・’’',.,.',’.’,’’’  

薬鑑 ：ロ: __ ! ］ '; :――-: '_ _ : : _ ;:―-―-, :—ー;＇ 2 一;： 1 ＿: __  : __  : :——]’ 3, 
品局方試 ： i ： : i : 31 : : ; : : : 31 は 一一―:— ----l····_____‘______:—ー，一
特殊試 ： ； 1 ： ; : : : 8 : : : ; : 9 
温泉分析 I | I I I 1: 

I 

放 射 能 I i 41 6 i叶 I 
: • 4 | 

a 水道水の精密検査

水道法第13条にもとずく新設水道の｀原水及び給水直前

の水質検査であって，現在のところ衛研だけにおいて行

っているものであり，この 1年間の検査件数は47件であ

り，これを市郡別に示すと次のとおりである。

湯沢市 2件 雄勝郡 1件

横手市 3件 仙北郡 15件

大曲市 1件 河辺郡 1件

大館市 2件 由利郡 10件

本荘市 3件 南秋田郡 2件

北秋田郡 2件

I I 
| I 3: I 4¥ I 1: I 9 

I 2 !ヽ 14 i 41 i叶 ! 161 i 201 ] 1 1 | ! 94 

山本郡 2件

鹿角郡 3件

計 47件

b 水道水の定期検査

水道法第2~たに基づく既設水道水の定期的検査で，依

頼検査のみの件数及び成績をあげると第 2表に示すとお

りである。
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第 2表 水道水の月別定期検査件数並びに適不適件数

月 別 I I n III IV V VI VU Wl IX X XI XB 、1 計

虹件数 1 4 5 

゜
1 2 

゜
5 8 3 8 7 6 | 49 

適
I 
2 5 

゜゚
2 2 3 8 5 4 

I 
31 

不 適 I 2 

゜
1 2 3 6 

゜゚
2 2 l 18 

なお水道法に定められた判定基準による判定で，不適 る。・

検体18件についてその内訳を示すと第3表のとおりであ

第 3 表 不遥検体としての判定の内訳

検 査 項 目 I畠 定 I 不
準件 嚢1集冨9る悶 1最も多い値 949件悶平均ぞ

過マソガ‘ノ酸カリウム消費量I ppm I 
41 a. 1I 

ppm I ppm 
10 12.a 5.75 

色 度 I ： 1 1| 26.ol 21°1 4.03° 

濁 度 I 31 6. 11 20° | 1-15° 

亜硝酸性窒素 I繋門してはなら1 11 2. al 
ppm I 
o. 1 

水素イオン濃度 I s.8-8.6 41 8. 11 

窒素 I ppm I 
| | 

ppm ppm 
硝 酸性 10 1. 54 0.39 

ソ 1
ppm | 

| I 
ppm I ppm 

塩 素 ィ ォ 200 33-6 24.3 

留物 l pp ml 
I I 

ppm ppm 
蒸発 残 500 285 122 

註表中不適件数の計は23となるが，これは同ー検体で2項目以上にわたって不適と判定されたものを含むからであ

る。

c 飲料水の飲用適否検査
営業用，または自家用の飲料水について飲用適否試験

を行ったが，検体の月別，適不適件数は次の第4表に示

すとおりである。

第 4表 飲料水の月別並びに滴不適検査件数

月 別 I I I IIl IV V VI 

検査件数 1 8 2 3 26 

適
I 

2 1 ， 
不 適 I 6 1 3 17 

すなわち検査総件数 101件中，適は45.5%, 不適が

54.5％という成績であった。

この不適検体55件の内訳を示すと第5表に示すとおり

VB 

11 

6 

5 

VIII IX X XI xn | 計
10 11 24 6 

I 
101 

5 8 15 | 
46 

5 3 ， 6 | 55 
で，表中不適件数の合計は89件で， 55件以上となってい

るが，これは同一検体で2項目以上に亘って不適と判定

されたものを含むからである。
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第 5表 不適飲料水の分析

検＼項査目＼判歪
判
蓋 腐標
ppm 

鉄
I 

0. 3| 

アンモニア性 NI 同時に検出して
亜硝酸性 N はならない

過マガガソ酸加里消費量‘| 10| 

蒸発残 留物 500 

塩 素 イ オ ソ I 200| 

外 観 I I 

PH 
I 
5.8-8.6 | 

臭 味 1あってはならない1

d 食品試験

件数を据げた第 1表は食品試験を4種類に大別してあ

るが，各個別の試験やその目的はかなり多妓に亘るo食

品添加物等は法に定められた基準があって，それに質や

量が適合しなければならないので，それに添った試験を

行なうのであるが，基準の設けられておらないものもあ

って，一律な試験方法によるという訳には行かないo今

年度は総計37という僅かな件数であるが，月別に個別的

に簡単な説明を加えてみようと思う。

1月

明〇クール〇ルミンの附藩物

これはドロッブの様な白い薄荷臭の強い菓子である。

白い綿屑のようなものがついているから調ぺて欲しいと

いう事であった。これは包装内の空間に薄荷脳が昇華し

て結晶を作ったものであった。

2月

のし餅の中のデヒドロ酢酸 (D.H.A)

このデヒドロ酢酸は食品の種類によって防腐剤として量

を限って入れることが許されているものであるが，餅自

体の中には入れてはいけない事になっている。こののし

餅にはkg当りo.315/1の D.H.Aを検出した。

わらび (3種）の瘤色料

だが，しかし有害性金属は検出されなかった。

ジュース入れポリエチレン製容器2種の規格

試験食品に直接接触する容器についても食品衛生法に

各々規格があり，それに適合しなければならない。ビ・ノ

汁ール試験．耐熱試験等数種の試験を行なった結果では

喜 翌塁は対す 1 最高値 平 均

ppm 

261 • 25. 71 16.841 o.6e 

25 24. 7 7.0 0.14 

18 17.8 0.12 0.0023 

12| 11. 8| 29.281 4.71 

2| 1. 91 7241 181 

ol oi 121. 8| 31-lC 

31 2,91 | 

2| 1.9 
I 

11 0. 9| 

（以上高山技師記）

食品衛生法の規格｝こよく適合したものであった。

5月

砂糖（11種）中の葡萄糖含有試験

甘くない砂糖ということで一時世間を騒がせた例のプ

ドウ糖入りの砂糖である。これには衛生的な見地から設

けられた規格といったものはない。 • 

プドウ液中の糖分，合成甘味料， PH試験。

糖分含有量 12.3％ （プドウ糖として）

合成甘味料 サイクラミン酸塩を検出pH 3.4 

レッテルには全糖と標示してあったが，検査試験の結

果は以上のような成績であった。

7月

アイスク，ーム (5種）の中の乳脂肪分

各乳脂肪分の定量の結果は

A社製 4.1% 

// 2.1% 

ク 1.9%

B社製 6.9% 

// ・ 6.9% 

厚生省令の成分規格tこ乳脂肪分は 3.0％以上となって

いるから，今回の試験では社製の製品が不合格というこ

とになる。

10月

食用黄色色素4号を主成分とする製剤の製品検査

本年3月に行なった例と同様である。

12月

年越し用品，正月用品が出盛る時期である
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桜桃(3件）中の無水亜硫酸

製品は桜桃を除核後砂糖漬乃至シロッブ漬にしたもの

でケーキ等の装飾に使用されるものである。製造過程中

脱色処理に用いた無水亜硫酸が残存しているかどうかの

試験であって， O.39 /kg以下と定められてある。

試験の結果は

4. 5mg/kg 

4. 2 {, 

4. 9 {, 

であった。

福神漬 (4種）中のデヒドロ酢酸

この場合D.H.Aは0.08g/kg以下の含有が許されて

いる。試験の結果は次のような結果が得られた。

1. 31. 59mg/kg 

2. 検体微量で試験不能

3. 58.76mg/kg 

4. 35. 67mg / kg 

千菓子中の有害成分

町でよく見かけるセロフアン袋詰めの千菓子で，ウエ

ープクリームと称するウエハースの間にクリームを挟み

込んだ菓子である。

食べたら苦くて吐き気がしたということであった。この

クリームから抽出した油脂は屈折率が1.452760°Cで，

酸度が約22度であった。不鹸化成分は認めなかったが，

不快な臭気があり，クリーム製造に使用した油が変敗し

たか，または最初から粗悪なマーガリンのようなものを

原料としたものか，またあるいは考えられることは製造

後可成り日時が経過したかというように考えられた。

のし餅の中のD.H.A

餅の中からはD.H.Aは検出されなかった。

検査の個々については大体以上のようであり，食品に

添加する色素はクール色素24種，クール色素以外のもの

8種，計32種が法的に許可されているが，これはあくま

でも衛生的見地から定められたものであって，それ故準

に商品価値を高めるためだけの目的であるならば，もっ

と都合のよい色素が沢山ある訳であるo見た目には美味

そうな蕨は 3種類とも許可外色素であるマラカイトグリ

ーンで落色したものであった。

3月

食用黄色色素4号を主成分とする製剤の製品検査

食用色素は食品，医薬品，化粧品等に直接恭加するも

のであって，その性状，純度，その他は公定書に定めら

れた基準に適合したものでなければ使用してはいけない

ことば勿論である。この検体は食用色素そのものではな

いが，それに準じて有害性金属等の検査を併せて行うこ

とにしたo試験によると本品は法定許可色素を澱粉で稀

釈したものであるが，食品は直接口に入れるものである

だけに，その衛生管理は徹底したものでなければならな

いと思う o徴量な有害物質であっても，数を重ねて摂食

されるならば，その影響が極めて恐ろしいものであるこ

とを考える時，現に何％かが不適品と見倣される事実を

その場かぎりのこととして軽視すべきではないと思うの

である。

（以上芳賀技師記）

e 医薬品検査実績

昭和39年7月，厚生省薬務局の通ちょうに基づいて，

県医務薬事課並びに県内各保健所の薬事監視員によって

収去された薬品について試験を行た。収去した医薬品は

日本薬局方第一部スルフイソキサゾール，同錠，同注射

液，スルフイソミジン，同錠，同注射液，ホウ酸，同軟

膏など31検体で，これらについて規格試験を実施した。

その試験結果は第6, 7, 8, 9表に示すとおりである。

第 6 表

品 名

スルフイソキサゾール

スルフイソミジソ

昭和39年度医薬品一齊取締収去薬品試験成績

純度試験 乾燥減量強熱残分含有量

鯰番号製造所名細層酎：融点1。.5％以下 0.1％以下99％以上I判定
~FN11slo之内製薬KKI 適 1 適 1 適\ 193° CI o. 01%1 . o. ~2R 適

I2208FHM| oー製薬kklクIクIク I245°C 0 04%| o 95%100 00%1 適

・:.：こ．‘・
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第 7表

品 名 製造番号 1製造所名 表定示量の95.0-105.0量% I判 定

． 
スルフイソキサゾール錠 NMN115◇ 〇之内製薬KK 表示葦の 96.03% 適

ク M255Ml4◇ ク ク 95.52% ク

ク M031L56◇ ク ク 96.34飴 ク’

ク NDNll◇ ク ク 95.92% ク

スルフイソキサゾール注射液 M338Ml31 ク ク 96.23% ク

ク Ml17M22 ク ク 95.63% ク

スルフイソミジン錠 TE1260Hl4H 大0本製薬KK ク 100.00% ク

ク T E816F21H ク ク 100. 50% ク

ク 642H R26 大〇製薬 KK ク 100-25% ク

ク 6403 0本〇盛堂 ク 92.23% 不 適

スルフイソミジン注射液 622YBN 0ー製薬 KK ク 100.00% 適

ク U F4560H20 大0本製薬KK ク 99.53% ク

第 8表

ロロロ 名 1製造番号 製 造 所 名 I 純度試験 I 含 塁以上量
溶状 1重金属lヒ素 99、5

判 定

ホ ウ酸 63129 〇リ〇ンタル薬品工業 適 適 適 99.75彩 適

ク 63114 ク’ ク ク’ ク 99.88% ク

ク 63118 ク ク ク ク 99. 61% ク

ク 63728 ク ク ク’ ク -99. 62彩 ク

ク 62428 ク ク ，，，， ク 99.96% ク． 
ク B-18452 〇城製薬 K K ク ク ク 99.90% ク

ク HS F25 0 山薬品化工 KK ク ク ク 99.65彩 ク

ク C226 松〇薬品 K K ク ク ク 99. 69% ク

，，， 122108 〇林堂製薬 K K ク ク ク 99. 66% ク

第 9表

品 名 製造番号 l製 造 所 I ホウ-酸10. 定贔： I 名 (9.5 5%) 判 定

ホウ酸軟膏 64124 〇リ〇ンタル薬品工業 10.01劣 適，

ク 63118 ク 10.18% ク

ク’ 943.4 ク 10.11% ク

ク M2512 ◎本製薬工業 KK 10.11% ク

ク 5614 貨〇ア〇ド化学製薬所 9.82% ク

ク Ow4 町〇製薬 K K 9.99% ク

ク N02 ク 9.96% ク

ク 606ll2 0 田製薬 K K 9.98% ク
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（以上阿部技師記） 温泉法施行規則第4条に基づき依頼された温泉の分析

を行ったが，結果は第1頃をに示すとおりである。f温泉分析

第 10表 昭和 39年・度県内温泉分析成績

分年月析日 1分番析号1温（源泉泉 名名） 1 所 在 地 |鱈|pHI 泉 質

39. 5. 29 | 205| 1河辺郡雄和村女米川白川 1 1 13.ol 1. 1I単麟（磁広泉）

39. 10. 24 I 2061母乃湯温泉 l雄勝郡稲庭川連町大谷 170 | 21. o| 5. 71 ク ク

39-10. 24 i 2011鶴 泉 荘 1雄勝郡暉村畑等宇湯元 179 | 98.0| 8.31単純硫化水素泉

39.10.24 | 208I姦む贔覧ふI仙北郡西仙北町強首宇大湯崎 10 1 61.0! 6-91含ヒ素塩化土類，食塩泉

39. 11. 2 | 209l柚 温 泉 1北秋田郡森苗汀宇森吉湯の岱川向湯の沢 7| 51.o| 8.6I含石膏，食塩，硫化水素泉

39.11.10 i 210I I 秋田市~II字~11170の4 1 13.sl 1.01輯紐

39. 11. 18 | 211| I鹿角郡環町宇若木立田布 • | 42.o| 6. 51紐記虹

39. 11. 24 i 212! (増川温泉） 1男鹿市増川 1 14.oi 1.21単純硫イ詠素泉

39.12.11 i 213I（金浦温泉） i由利郡金浦町金浦字組々津原 126 1 54.ol a.41強食塩泉

(C) 母子衛生科業務内容

a 母子衛生の疫学的調査に関すること

1. モデル地区における調査

その県の衛生の指標として，乳児死亡（生れて 1年ま

での死亡）がひきあいに出されるが，本県では年々改善

されているというものの，今なお全国8位の高率県であ

る。

昭和38年は出生千対30.1の死亡率で（全国23,2),更に

市部23.8,郡部34.6と地域差がみられる。

母子衛生向上のためには，妊産婦，新生児，乳幼児の

一貫した保健指導が必要であるが，これが徹底には社会

環境も含めた市町村ぐるみの対策が必要である。

会等への衛生教育

2. 人口動態統計に関すること

（以上斎藤技師記）

人口動態統計上，乳児死亡率は 1保健所単位という小

地域内においても明らかな地域差が観察される。この疫

学的解析を目標に人口動態統計の検討を試みた。

0本荘保健所管内母子人口動態統計（昭和28年-37年）

10年間

〇由利郡鳥海村母子人口動態統計（昭和28年-38年）

11年間

b 生化学方面に関すること

現在用いられている母乳成分分析表は東京方面を中心

とした，主として都会地の調査によるものである。本県

における，殊に農山村の母乳状況調査を行なうぺく，テ

当母子衛生科においては，由利郡鳥海村をモデル地区 ストとして，牛乳分析を試みている。

とし， 38年度はその第一歩として実態調査を行ない，本 C 衛生教育に関すること

県母子衛生対策推進の方途を得んとするものである。 本県母子衛生向上の目的で，保健所，市町村，各種団

対象地城由利郡鳥海村川内地区，直根地区，笹子地区 体等に資料の提供，説明，相談等を行なっているが，そ

実施内容妊産婦検診，母親検診，乳児検診， 3オ児 の実績は次に示すとおりである。

検診，社会環境調査，村衛生協力員，婦人 なお39年度の実績は第 1表に示すとおりである。

第 1表 鳥海村モデ;v地区、昭和39年度母子検診状況 （30.4-40.3) 

地区名 乳幼児 I3 オ児 妊 婦 I産 婦

対象 1受診者1受診率 1対象 1受診者1受診率対象 1受診者1受診率 1対象 1受診者1受診率

Jlj 内 1 5071 3711 73. 2| 751 62| 82.61 94| 63I 61.ol 4151 3001 72.3 

直 根 1 3681 2481 67.41 591 431 72. 8| 1081 831 76. 11 322! 21sl 66.8 

笹 子 1 3591 2621 13.ol 761 691 90. 7| 12ol 881 73. 3| 2691 1951 72. 5 

計 I 12341 881| 71.41 2101 1741 82. 8| 322I 2341 72. 7| 1006I 710| 70.6 
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各地区，年間検診回数は8回ずつで上記数宇はその延人数である。 （ただし3オ児は実数）

d 衛生教育面におけ石実績

衛生教育，殊に母子衛生面の衛生教育は次のような講

習会，講演会，大会等をとおして行われた。

(1) 1-11 大曲保健所管内六郷町保育所

「保育所の健康管理」

(2) 2-7 秋田市婦人問題研究会第3分科会

「婦人と健康」

(3)-2-11 角館保健所管内西木村育児学級

「母と子の健康」 ． 

(4) 2-13 五城目保健所管内，昭和町公民館，育

児学級「発育J

(5) 2-14 湯沢保健所管内，須川公民館

「消化器系疾患について」

(6) 3-19 横手保健所管内，雄物川町公民館

「胃腸病について」

(7) 4-15 角館保健所管内，角館町衛生協力員講

習会 「母と子の健康について」

(8) 6-4 秋田保健所管内，保戸野婦人会

「胃腸病について」

(9) _7-25 五城目保健所管内，五城目婦人会

「母と子の健康」

、(10) 7-28 由利郡福祉大会

「母と子の健康のために」

(11) 8-4 矢島保健所管内，矢島町公民館研修会

「母と子の健康を守るために」

(12) 8 -26, 28 全国民生児童委員総会 （於秋田

市）第2分科会

「母と子の健康」

(13) 8-29 五城目保健所管内公衆衛生大会

「母と子の健康を守るためにほ」

(14) 9-11 矢島保健所管内，由利町栄養改善推進

委員会

「乳幼児の精神衛生について」

(15) 10-25'矢島保健所管内，烏海村結核予防婦人

会結成会

「鳥海村の母子衛生向上のために」

(16) 11-15 本荘保健所管内，道川公民館若妻学級

「母親の健康，晨夫症について」.~ 
テレビ，ラジオ，その他によるもの

(1) 1-8 「冬の子供の健康管理」

ラジオ東北ラジオ

(2) 2-5 「かぜ」について NHKラジオ

(3) 3-10 「母子健康センクーについて」

(4) 6-6 

(5) 6-20 

(6) 6-30 

(7) 9-9 

(8) 9-10 

(9) 11-6 

(10) 6-26 

NHK ラジオ

「発育と栄養」 ラジオ農業学校講座

NHK ラジオ

「つゆ」食中毒について，

ラジオ東北テレビ

「梅雨どきの健康」 NHK ラジオ

「晨繁期の健康」 NHK ラジオ

「秋によせて」 NHK婦人学級

「秋田県の母子衛生」

ラジオ東北 テレビ

「さきがけ女性教室座談会， ドクトル

チニコを囲んで」 秋田魁新報

（以上小西技師記）

(D) 環境衛生科の業務実績
ク

環境衛生に関連のあった検体については従来化学試験

ならびに細菌検査の部門において可能な範囲において検

査を実施していた。この4月1日付衛研の面目を一新し

科制が敷かれると同時に「環境衛生科」も発足した訳で

あるが，新衛研の開所式が5月で，移転後の整理も予定

どおり行われなかったのであるが，しかし次第に落付き

を取り戻すとともに業務に精励できるようになったが，

未だに不足を告げる機具器械類もある。しかしこれらも

次第に解消されて行くことと思う。

ただ試験検査というものは人がありさえすれば業務が

遅滞なく行われるというものではないo技術はそれを身

につけて初めて正確な成績が生み出せるものである関係

上，人はまず各試験項目に亘って技術を習得すると同時

にそれを身につけなければならないoこのようなことが

あって発足初年度は遅滞勝ちで，従って理化学検査科に

負う処が非常に多かった。

実績も多いとは言えないが，しかし大体次のような業

務を成し得られた。

a 屎尿浄化槽放流水試験成績

昭和39年1月-12月まで陸上自衛隊およびその他一般

から依頼のあった屎尿浄化槽放流水の30人槽， 60人糟，

200人槽， 1，000人槽について試験した成績は第1表，第

2表に示すとおりである。

この中自衛隊分（30人槽， 200人糟， 1，000人檀）の各

糟は，いずれも適であったが，一般より依頼をうげた60

人糟分の 2検体は許容量を越えていたばかりである。

このような試験成績は以前と比較すると，年々向上の

傾向を示しておるが，これは最近に於ける浄化槽管理の
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一、

翠と，消毒処理の徹底によるものと思われる。

（註 厚生省令に基づく清掃法施行規則による判定基準）

(1) 処理対象人員人50以上の屎尿浄化糟にあっては

1 4時間酸素吸収量 15PPm以下

2 アルプミノイド性窒素 3PPm以下

(2) 処理対象人員50人以下にあっては

1 4時間酸素吸収量 15PPm以下

2 アルブミノイド性窒素 6PPm以下

第 1表 表 昭和39年1月-12月

月
ー
3
0

計

60 人 2
 

200 人

1,000 

試 験件数

別尺＼分いI下詞—|x悶ス合ァI占ら|ら|；ばら□怜五焉l占
人糟 I耳1| l| i 1 i 1 : | i | 1i l| 1l l| 1i l| ; | l l甘 1| 10 

: I 11| IIllII  I11| 11| 11I I I 11| 10 
槽|1i l| i| i | l | i l l | 1i l| 2i 2| 1; l| i | i | 1l l| 12 

34 

但し… •A＝ァルプミノイド性窒素 0=4時間酸素吸収量

人

．計

第 2表 試験 成績害

昭和39年1月-12月

闘＼ふ130人槽 160人檀I200人糟 11.000人糟

I ppm | ppm | ppm I 
ppm 

四 1回 12.8 26.8 12.9 13.3 

時 2 // I 4.s-'/1~1 2. 7~1 5. 9ク

酸
3 -'/ I 1. 1ク1/| 1. 8ク1 3. 3~ 

素

4 ~ I 3. 21-レ/--1 3.3叶吸
1. 5// 

収 5ク 1 3.2//1/1 4.8叶 3. 9ク
量

6~1/1/1/1 5.6，，，， 

平均値 I4.[『| 2.酎|
ppm I ppm 
s. 10 5.58 

1回 I ppm' ppm | ppm I 
ppm 

ァ 0.9. 20.2 0.7 1. 4 
Iレ 2，，，| 2.4~1~1 0.9~1 1. 8ク
プ
ミ
3 ~ I 0. 61i/|  .o. a1-I 7. 61' ノ

イ
4 // I a. 7//l~I a. 7//1 o. 71-ド

畠 5 ，，，，，|゜•，6 ，，，，， l~I 1.2。叶 1. oク
素

6ク 1/|/|/|  1. 44 // 

平均値 I1.『『叫 20翌叫 ppm I ppm 
0.86 2.32 

b BOD試験

昭和39年1月-12月まで，秋田工事事務所及び秋田県

醸造試験場，その他よ/1J依頼された河川水につきBOD

試験を行ったが，検査件数は第3表に示すとおりであ

る。

数表

昭和39年1月-12月

|̀ 1いIIIIIVトIVIIVDIIVIDIIXIxhlxn1計
屋|l|4|4-|-|-| - 6| 1| 4|」6|2 
)Il| l| l| l| —|—I —| -| 2| l| -| -| 2| 

i十二所I —|―|-|-|-|-| l| l| 1|-|-|―I 
田1-|―|-|-| -| -| l| l| l| -|—|—| 
叫―|-|-| -|—| -|l|l| 1| -| -|」

1ニッ井1-| -|-|-| -| -| l| l| l| -| -|—| 
田市I —|-|―|-| -| -|―| -|12i-|—|—| l 

魯衛畠I-|-|-| ―I —| l|-|-|-|-|―I-| 1 
計|2| 5| 5|/|/| 1| 4| 12| 18| 4|/| 8| 5’ 
秋田市分12件は下水の放流水，航空自衛隊分の 1

件は屎尿浄化槽放流水について試験したものであ

る。 （以上船木技師記）

第 3表

註

検 査 件

c 脳卒中成因解明を目的とした飲料水の検査

脳卒中，高血圧症，動脈硬化症，変性々心疾患は本県

に多いに拘らずその成因については全く不明に近い。こ

れらはすべて慢性の経過を辿る疾病であることにも成因

探求の難しさがあるものと思われる。その原因物質また

は成因とも思われるものに飲料水がある。この欽料水に

ついても含まれている各成分の重要性に甲論乙駁がある。

このことについて研究をすすめて行く手段として脳卒中
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の多発地区と然らざる地区との水質を比較したとき，両

者にいかなる差違を見出し得るか，もしも其処に判然た

る成分の格差があるならばその飲料水の取扱いは非常に

御し易いものと考えられるので，まず次のような地区を

選んで検討することにした。

(I) 脳卒中死亡高率地区

a 河辺郡雄和村戸米川地区（白川，女米木，石川

戸賀沢，銅屋，高野）の検体

b 南秋田郡五城目町（杉沢，恋地，水沢，中村，

寺庭，台，蓬内台，門前，町村，帝釈寺，館越，

久保，岩野，五城目本町，川崎） （高樋，北村，

高田，落合，乙市，御蔵下，富田，浅見内，濁ノ

又，小倉，黒土，上山内，下山内）の30検体

(Il) 脳卒中死亡低率地区

繭大田郡井川村（井内，上野，寺沢，施田，上大麦

中大麦下大麦，館岡，八田大倉，坂本，飛塚，北

川尻，小竹花，井川役場）の14検体

以上について行った検査項目は?H,総酸度，総硬度

アルカリ度， ce,so., s i 02 

なお業績としては「研究」の部に収めた。

（以上児玉技師記）

E 食品栄養科の業務実績

国民の体質向上とまでは言わないが，少なくとも県民

の健康と作業能力につながる栄養につき新設された科で

あるのであるから，従来のように依穎検体についてのみ

理化学的乃至栄養学的分祈を行うことはせず，進んで栄

養指導の基礎となるべき資料の提供ということに方向を

変えた。食品にはその素質を考えなければならないし，

栄養には経済を考えなければならないoイソスタント哀

品についてはその栄養価を考えるより先ずその素材と衛

生を考え，また経済を考えざるを得ない。

食品栄養科においては，さし当り県民の栄養というこ

とから出発して，主食である秋田米の栄養学的分析を行

い，次に未分析のいろいろな山菜の栄養価に及び，また

調味料としての味噌の分析を取り上げた。

39年度は本科新設の年であるが，次に掲げるような実

績が得られた。

a 陸水稲並びに梗緬についての分析

ー水稲梗

早生—ーヨネシロ， トワダ，さわにしき， 9 ツヽニシ

キ

中生――ーチョウカイ，ウゴニシキ，改良信交，信交

190 

中晩生一ーミヨシ，農林41号

晩生一ーオオトリ

水稲襦

中射ー一彦太郎稲

晩生――ーコガネモチ

陸稲梗

中生＿農林22号（3-5等級米）

b 水陸稲の地域による成分の比較

同じ品種であっても地域によって成分に差が生ずるも

のかどうかについて分析を行ったのであるが，品種とし

ては主として「さわにしき」， 「ハツニツキ」を取り上

げたが，地域としては下記の場所を選んだ。

秋田市仁井田

南秋田郡飯田川町

由利郡仁賀保町

ク大内村

平鹿郡山内村

分析項目

水分，灰分，粗蛋白，粗脂肪，粗繊維，糖分，カルジ

ウム，鉄，珪酸，燐

詳細は「研究の部」に報告した。

c 味噌に関する調査並びに研究

平安朝時代の調味料には塩，酢，替，未醤，鼓，煎汁が

あって，このうち未醤が今日の味噌に相当するものでこ

れが鎌倉，室町，徳川時代を経て製法，内容，外観に変遷の

あったことと思われるが，味噌は現代においても日常の

食生活は欠くべからざる調味料であり，また栄養食品で

もある。しかし戦後食生活の傾向の変移と共に需要の落

ちつつあることは否めないが，しかし農村においては今

なお欠くべからざる食品である。また味噌には昔ながら

の製法に従った自家製味噌と，すり鉢すりこ木を必要と

しない市販の味噌があるが，これらは栄養学的にどのよ

うに違うのか，これが今回の調査の主たる名題である。

まず第一に味噌は自家製としてもその製造方法が地域

によって異なるので，恐らく熱董の点においても違うで

あろうし，また角度を変えて見れば高血圧症の発生との•

関連がない訳もない。

昭和39年度調査地区として選定した地区は次の 4地区

であり，完成まで継続したいと思う。

(1) 鹿角郡小坂町休平

(2) 北秋田郡比内町中野

(3) 秋田市茨島

(4) 平鹿郡平鹿町醍醐

なお調査成績は「調査研究の部」に揚げた。
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d 衛生（栄養）教育について｀ ― 

地城としては限定された傾向にあるが，昭和39年度は

河辺郡雄和村中央婦人学級名を対象に4月28日， 6月23

日， 7月7日， 8月6日， 9月1日， 11月16日， 12月18

日の7回に亘って栄養教室において講演指導した。

（以上中島栄養士記）

(f) 成人病科業務実績

業務内容の項tこ述べたとおり，成人病という述諾の範

囲は広いが，当衛研では主として脳血管系のものを取り

上げたo脳卒中，動脈硬化症，変性々心臓病については

新衛研発足以前から調査研究の対象とし，また着々実績

(2) 高血圧

を上げつつあるところである o昭和39年度における高血

圧症，動脈硬化，死因精密統計に関する実績は次に示す

とおりである。

(A) 高血圧症調査実施成績

(1) 実態調査実施状況

地 区 1調醗日 1検査実施人員 1実施率

石 沢 |39年7月I 1268名I 90.2飴
由利町鮎川 |39年11月I 673 1、 82.0 

井 川|39年11月I 968 I 96.S 
計 | I 3209 1 

出 現率

地

石

鮎

井

石

二

a
―
井

―

―

―

.

 

性

男

女

最大血圧 120mmHg以上

最小血圧 90mmHg以上

区1150二，：：上 150：いこ上□星：I150:上],609以上 157゚ 。二。：上
沢 I19百I28百I35行I49唸I63灯I72行I69唸1 64勺I100唸I62笠
川| 24.5| 27. 2| 41. o| 42. 3| 61. 7| 60. 3| 75. 5| 64. 1| 83. 5| 67. 6 

川| 12.0| 17.2|32. 0| 35. 0| 45. 4| 40. 9| 70. 1| 52. 2| 84. 6| 69. 2 

沢 |9.5| 17.6| 20.9| 29.o| 42. 7|42.0| 62.51 57. 1| 74. l| 51. € 

川 |10.4¥ 13:11 23. o¥ 21. 31 43. 1J 42. 5¥ 64. 21 53. 31 s2. 61 57. 2 

川|57.€

心電図所見

正常血圧高血圧

地 区］］異常なし1高度異常1異常なし1高度異営！

石沢 1嬰謡：i叶i：評翡：戸翡：戸

鮎川 I嬰翡:|2;|:! } | if• } 

(3) 眼底異常所見出現頻度

地 区厄=I正常血圧 1高血圧
石 沢 1嬰I 4.8% I 50.1% 

6.9 49.4 

鮎 川 1嬰I ll.8 I 51. 4 
5.4 51. 0 

井 川 I塁I .10.6 | 38.7 
5.8 38.0 

井 男
女

）
 

9
4
 

．． 
5
6
 

5
6
 

5
4
 

4
3
 

47.0 
40.9 

8

5

 

1
9
 高度異常： MinnesstaCod番号で

I 1-3, IV 1. V 1-2, VI 1-2, VD1-2, VIIIJ 

眼底異常所見：高血圧変化度あるいは細動脈硬化性変

化2度以上

(4) 検尿所見

蛋白尿出現率一ー（＋）以上の出現頻度

地 一区 l性］総 計l正常血圧 1高血圧
石 沢 1塁I14.6% I 4.4 呵 20.9% 12.6 7. 1 19.2. 

鮎 川 1嬰I12.2 I 4.0 I 23.6 10.4 5.7 22.1 

井 川 I塁I 5.4 | 2.4 I 9.8 4.0 1. 2 11.7 
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糖尿出現率――(+)以上の出現頻度

地 区、 1性 I総 計 1正常血圧 1高血圧

石 沢 1塁I12.7% | 6.4% I 16.6% 2.0 1. 5 2.7 
鮎．
Jll • I塁I11.9 I 8.0 I 17.3 0. 5 0.2 1. 1 

井 川 1塁I 10.8 l 6.1 I 17.7 1. 1“  0.7 2.0 

(5) 血液の生化学的所見

地 区性直悶囁 l~!llf~~~合
石 沢 1嬰I1.0535 I 7.00 I 149. 6 1. 0496 6.96 146.1 

鮎 川 1塁I1. 0525 I I 
157.4 

1.0500 162.2 

井 川 1嬰I1. 琴 7.04 I 155.4 
1. 7.26 159. 51 

以上本県のうちで脳卒中死亡率を異にする 3地区で，

高血圧ならびに心血管系障害の実態調査を行ない，上記

の様な成績を得た。これを要約すると次の様になる。

脳卒中死亡率の高率地区では，その住民の高血圧出現

率も高いが，脳卒中死亡率の低率な地区でも，高血圧出

現率はかならずしも低いとはかぎらない。

脳卒中死亡率の高率地区では，心電図所見のうち高血

圧性心障害所見と考えられる異常所見出現頻度が高い。

またとくに眼底異常所見出現率，ならびに蛋白尿出現率

が高率を示すことは注目を要する。

(B) 動脈硬化に関する研究

本年度は動脈硬化と関連をもっと考えられている，血

清総コレステロールの測定に主力をそそぎ，実態調査と

平行して行なったo成績はさきに示した通りである。ー

方，さらに分析を進め，炉紙泳動により血清リポフロテ

イソ分劃の測定，・血清トリグセリッドの定量を吟味中で

ある。

(C) 死因精密統計の分析

過去より現在までの実態を把握することは，研究目標

の設定ならびに事業推進のためにかくことが出来ない。

この実態把握には県内の市町村の精密な死因統計を集計

整理し比較することが必要である。

かかる理由で，本年度は県内市町村別の死因統計を，

性別，年令階級別，死因群別に，過去10ヵ年間さかのぼ

って検討した。またこれを，市町村という行政区劃とは

別に経済地区帯に分解し検討を行なっている。

（以上児島技師記）

〔Vll］講習会，学会

昭和39年度（ 1~月 -12月）は庁舎移転準備，紐織改変

また対応準備などのため多忙を極め，ついに細菌．化学

とも正規な講習会を開くに至らなかったo但し出張講演

指導はすでに報告してあるとおりである。前年児玉所長

が日本細菌学会東北支部学会長に推された関係上，新衛

研会講室（講堂）・において第18回東北支部例会が開催さ

れた。

この支部例会の演題その他を記すると次のようであっ

て，内容は真に豊富なものであった。

第18回日本細菌学会東北支部例会

時日昭和39年9月4-5日

会湯秋田県衛生科学研究所

学会長秋田衛研所長児玉栄一郎

ブログラム

1)結核菌の培養検査に於ける早期判定法についての試

み

猪野茂，鈴木周司（福島衛研）

2)山形県に於ける下痢腸炎の調査研究（序報）

熱海明，小野精美，鈴木武，荒井富

、 （山形衛研）

3) E型ポトリヌス菌（青森株）の芽胞に関する研究

清藤勇也，山本耕一，・飯坂宏

（弘前大医）

4) E細菌型ボトリヌス菌の肝片消化株について

藤沢宗一，坂本昭男（秋田衛研）

5)細菌性抗原注射に対する新生マウスの免疫応答，一

注射時期と免疫効果，その持統性について

藤原留造，兵藤三郎，先崎守

（福島医大細菌）

6大腸菌内毒素の研究

菌膜抽出液とハブテンの性状について

福士主計 （東北大医抗酸研）

7)腸内細菌，プドウ球菌の起源材料別による耐性の比

較

田沢芳三郎，吉田昌男，岩動悠子

（岩手医大細菌）

8)ー放線菌の産出する抗赤痢菌物質の性状について

西川泰右

（東北大医細菌，弘前医大内外科）

9)今春県内に流行したイソフルエンザ様疾患のHI成

績について

工藤啓子，谷藤勝雄，柳原敬．中野弥

（岩手衛研）



10)青森市民のECH014中和抗体の分布

秋山有，中村儀之亜，森田盛大，

釜苑柾吉 （青森衛研）

11) Interferonの産生とRNAについて

南一守，大立目信六

（福島医大細菌）

12)仔牛腎細胞の動物ウイルス感受性について

大立目信六，南一守

（福島医大細菌）

13)培養細胞凍結保存の検討（第 1報）

山根績，草野敬久

（東北大医抗酸研）

14)抗体産生よりみた麻疹ワクチソの実験的研究

田沢芳三郎，川名林治，金子克，

松本一郎，岩動悠子（岩手医大細菌）

若生宏，根本紀夫，吉田新ニ

（岩手医大小児）

15)抗ボリオならびに抗インフルエンザ物質の新しいス

クリーニング法

松本重宏，清水義信，熊坂満郎，力丸光

ー・・‘“← ≫→― -
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雄，日沼頼夫，石田名香雄

（東北大医細菌，仙台市衛研）

16)抗ウイルス物質スクリーニングで得られた， 2, 3 

の物質の効果ならびに性状について

菊地幹雄，熊谷勝男，熊坂鉄郎，井沢昭

雄，丹野勝助，渡辺忠雄

（東北大医細菌）

17) R因子の伝達阻碍に関する研究

鈴木道子，小野沢腸蔵，今野二郎

（東北大医宮城衛研）

18)ネオカルチノスタチンの化学的性状

宮崎圭：：：：，西村信行，千代脩

（東北大医細菌）

招待講演

NIHに留学して（附），ライノウイルスについて

岩手医科大学助教授川名林治博士

RSウイルス感染症

東北大学医学部講師須藤恒久博士

以上


